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%/////////////エッセー 一
カ ン ツ ォ ネ ッ タ(Canzon騁ta)IV
倉 橋 重 史
待 つ と い う こ とJuli111999
人間 は誰で も待っ経験 をす る。待 ったことのな い人 はいな い。待 たせ る時 も
あり,待 っ とき もある。 しか し出来 るな ら待 ちた くな いと思 う場合 があ る。大
病院で待 たされ る時で ある。 痛 くて しん どいか ら病 院で診察 を受 け,早 く治療
して も らうために来て いる。 す ぐ診察 し治療 を受 けたいが大勢 の患者 さん とそ
の付 き添え らしき人 々が待 って いる。待 って も待 って も自分 の番 が来 ない。後
で来た人が呼ばれて診察室 に入 って いく。看護婦 に訊 ねた ら診察券 を早朝6時
頃 に出 してい る人 々 との ことであ った。病 院に行 くのに未 明か ら起 きなければ
な らない とは呆 れ る。
病 院の待 時間の ことは置 いて,待 っ とい う言葉 か ら連想す るの は,「待 て ど
暮 らせ ど来 ぬ人 を」 の宵 待 ち草 の歌詞 で あ り,ゲ ー テのWartenur,balde,
ruhestduauchとい う歌 である。 それはﾜberallGipfernistRuh,Inallen
Wipfelnsp?estdukaumeinenHa珣hn;DieV?eleinschweigenimWalde
につづ く歌詞 であ る。「山の頂 に憩 いあり,木 々の梢 に微風 の動 き も見 えず,
鳥 は林 に声 をひそめた り,待 て しば し汝 も休 まん」 とい う意味で ある。 この歌
は1780年9月ギ ッケルハ ー ンの山頂 にあるヴ ァイマール侯 の山荘を訪ね,そ こ
の壁 に書 いた もの といわれ,50年後80才をす ぎたゲ ーテが再 びこの山荘 に来て
自分 の詩 を見 て深 い感動 に打 たれ たといわれて いる。
さて,こ こで は待っ とい う行為 を社会学的 にどうと らえ ることがで きるを考
えたい。待っ とい う行為 は日常的で あ り,か っ一般的であ る。 それ は社 会的現
象 と して 日常世界 にどこで も何時で も経験す ることであ る。 しか も待っ とい う
行為が成立す るのは待っ人が いるか らであ り,待 たれ る人や,も の,金,情 報
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かって私 は人間の行為を遊ぶ,働 く,休む,祈 るという4っに分 けてとりあ
げたことがある。 またそれは待っ,待 たせる,出会 う,別れるなどの行為 とし
て取 り扱 うこともできよう。 ところで,待 っことの内容 は多様である。人を待
っ場合 もあり,報せを待 ったり,ものを待 ったり,出来事やチャンスを待っな
どがそれである。人を待っときも楽 しい期待にふくらむ時もあり,待っのが嫌
な場合もある。報せも善 きおとずれもあり,訃報などのような悲 しい報せもあ
る。善いことが起 こるであろうと期待をもって待っ人 もあり,そ うでない人 も
ある。 このように人 は多 く待っことを繰 り返 しながら生 きている。それが人生
である。だから待 ったことのない人は悲 しい人であると言 うこともできよう。
人を待っ場合,そ こには待たせる人 と,待っ人の関係が前提 となっている。
その関係 は既知の場合もあれば,未知の場合 もある。既知の時はすでに両者 は
それぞれにっいてなにが しかの情報を持 っている。そこには何かにっいての待
っ,待 たせるの関係がすでに成 り立 っている。 これに対 して未知の人同志の待




待っ人が現われない場合 は時間が長 く感 じられ,焦燥感におちいるときもあ
る。約束の時間にお くれそうなときは撲滞電話で報せることができて便利になっ









で あろ う。 その ような状態の組合せが待つ,待 たせ るの関係 を複雑 に し,ま た
面 白 くさせて いるので ある。
さて以上 は待っ待たせ るという行為の主体 にっいて述 べたのであるが,待 っ,
待 たせ るの関係が決 して平坦な ものでな く起伏 に富むのは,そ の関係 を取 り巻
く他 の条件が多様で あるか らで ある。doubleconntingencyと呼ば れ る状 況 は
これ をあ らわ して いる。相手の出方次第 によって 自分の行為 は変 わ って くる。
待っ人 と待 たせ る人 の状況次第 によって待っ ことと待たせ る行為 は変化 す るの
は当然で ある。待つ人が待 って いる人 と出会えるのはこの コンティンジェンシー
が減少す るとい う現象 に他 な らない。
人 は人 を待 ち,報 せ を待 ち出来事を期待 して生 きてい くが,最 期 はお迎 えを
待っ ことになる。 いわ ゆる来迎で ある。臨終の さい,仏 や菩 薩が迎 えに きて く
れる ことで ある。 それ は希望で あ り期待で ある。 また大衆を救 うために仏 が迎
えにや って くださるとい う信仰で ある。来迎図が多 く描かれ,拝 まれ,鑑 賞 さ
れている ことはその期待 と信仰 のゆえで ある。お迎え とはよい言葉 であ る。 し
か しお迎 えが何時 くるか は解 らない。突然のお迎えの場合待っ準備 はない。予
期 で きるな ら準備 を して おか な くて はな らない。身辺の整理であ るが,よ り大
切 なのは心 の準備で あろ う。
ハ イデーガーは 「期待 の役割 は本質的 に実現を待っ こと」 であ る と し,「現
実 的な ものか ら出て現実的 な ものを目ざす ことによって,可 能的な もの は現実
的な ものへ と,期 待 どお りに引 き入れ られ る」ので あるが,「 死へ の存在 と し
ての可能性へ の存在 は,死 が この存在 にお いて,こ の存在 にとって,可 能性 と
して露 われるよ うに,死 に対 して態度 をと らなけ らばな らない」 ことを指摘 し
てい る。 そ して 「可能性 と して の死へ の存在 の最 も手近 い近 さは,現 実的な も
のに とって,可 能 であるだけに,そ れ だけ遠 い」 と言 って いる。 このパ ラ ドッ
クスに気付 いているか否かが死 の場合,待 っ という行為 において本質 的な問題
か もしれない。 なぜ な ら死 はいか なる行為 も,ど の ように実存す ることも 「不
可 能 に す る可 能 性」(M?lichkeitderUnm?lichkeit)であ る か らで あ る








たので見 とれた。それが見えると天気は下 り坂になると聞いていたが,翌 日も
晴れであった。












霧や露 霜,霜 柱などの発生のメカニズム,気温,気 流,風 の強弱,方 向,雲
の形など,それらの情報は日常生活において必要であったか らである。戦時中
好天のとき空襲警報が多いように思 ったのは,攻撃目標がはっきり見えるか ら
であろう。戦争 と気象情報が密接な関係を持 っていたか らである。諸葛孔明が
軍略に秀でていたのは気象情報の読みの深さと関係する。戦時中おんぼろラジ






私がMITの 研 究所 にいた とき,彼 はボス トン大学 にて研究 して いたが,そ の
折 りの ことや木浦 の ことな どが懐 か しく思 い出 され る。
雲 はわれわれの生活 に大 きい影響 を与 え る。 とらえど ころのないさまをさ し
て 「雲 をっかむ ような」 とい う。 また男女 の間柄 を 「雲 とな り雨 となる」 と表
現す る。 た しかに雲 は千変万化 す る。雲 の形 も変転極 ま りない。漢詩 は白雲や
雲 の様子 を多 くうた ってい る。 印象派 の画家 たち もそのよ うな雲 のあ りさまを
とらえ描 いたのであ る。 もちろん気象学者 は雲 を とらえよ うと試 みた。 それが
雲 の分類 に現 われてい る。 いわゆ る雲級(theclassificationofclouds)であ
る。巻雲(略 号 はCi,以 下 同 じ),巻積雲(Cc),巻層雲(Cs),高積雲(Ac),
高層雲(As),乱 層雲(Ns),層積雲(Sc),層雲(St),積 雲(Cu),積 乱 雲
(Cb)の10種で ある。巻雲,巻 積雲,巻 層雲 は高い ところの上層 に現 われ る雲
であ る。極地方 では3-8㎞,温 帯地方 では5-13km,熱帯地方で は6-18㎞
の高 さであ る。高積雲 は中層 に現 われ,極 地方では2-4㎞,温 帯地方では2-
7㎞,熱 帯地方 では2-8㎞ とい う。積層雲 は地表 に最 も近 くにある雲で,下
層 の雲 で地表 か ら2㎞ 程度 の高 さにある雲 である。 これ らに対 して高層雲 と乱
層雲 は中層 に見 られ るが,前 者 は上層 にまで達 して いる雲で後者 は上層お よび
下層 にまで広 が っている雲で ある。 そ して積雲,積 乱雲は普通下層にあるが中 ・
上層 まで達 している雲 である。 その基準 は雲が ある高度 を水平的 に保 って いる
か,高 度 に関係 な く重層的 ・上下的 に広が って いるか にある。敢えて簡単 にい
えば平面関係か上下関係か による区分で あろ う。
この雲級 の分 類 は い わ ゆ る形 式 社 会 学 の学 者 と いわ れ て い る ヴ ィ ーゼ
(LeopoldvonWiese)のAllgemeineSoziologieの第1巻 の巻末 にあ るTafel
dermenschlichenBeziehungeninsoziologisherBetrachtungの表 と記号 を連
想 させ る。彼 は社会過程 を接触 の程度 によって結合Aを 接近(Aa),適 応(A
b),均衡(Ac),合 一(Ad)に 分 け,分 離Bを 競争(Ba),対立(Bb),闘 争
(Bc)に区分 した。 そ して これ らを第一部 として,一 っあるい は若干 の社 会形
象 を背景 に行 なわれ る過程を第二部 と して,そ れ らを分化過程C,統 合過程D,
破壊過程E,建 設過程Fの4過 程 に分類 し,分 化過程を不同意の成立(Ca),
支配 と隷属(Cb),等級化 と属化(Cc),淘汰 と個性化(Cd)に,統 合過 程 を
画一化(Da),配 列(Db),社 会化(Dc)に,破 壊過程 を搾取(Ea),恩 恵 と
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買収(Eb),形 式主義 と固定化(Ec),商業化(Ed),過激化(Ee),錯行(Ef)
に,そ して建 設過 程 を制度 化(Fa),職 業 化(Fb),解 放(Fc)に 分 け た
(ibid.TeilI.,S.51-56)だが ヴ ィーゼの この分類 は煩 瑣 で あ り,雲 級 のよ う
にす っきりしない。
さ らに この雲 級 は社会 階層 を思 い浮 か ばせ る。 周 知 の よ うに社会 学 で は
socialstratificationを社 会成 層 と訳 し,stratumを階 層 と訳 して い るが,
stratificationとは地質学 では大地 の成層 である。社会成層 は成層 圏 を連想 さ
せ るが,そ のよ うに考 え ることはあ って も,そ こで雲 の層 を想像 しているとす
れば間違 いであ る。大気 の成層圏 はstratosphereであ る。 雲 は地表 か ら12km
程 の大気 の層 であ る対流圏 にあ り,成 層圏 には当然雲 はない。成層 は雲 のない
成層 圏やそれ以上 に高 いオー ロラが現 われ る大気圏 よ り大地 に近 い対流圏 に馴
染 む。 われわれ人 間は空気 の底 に住 んでい るのであ る。 そ こで経済力や支配力,
社会 的評価,社 会 的地位 な どを気 に しなが ら齷齪 と生活 してい るのであ る。 ま
さに雲 は 「天 と地 との間ZwischenHimmelundErde」にあ り,わ れ われ は
地上 を這 って生 きてい るのであ る。
そのよ うな人 間にわれを忘 れ させ,一 時の安 らぎを与 えて くれ るのが雲 であ
り,星 辰 であ る。古来詩人 は白雲 を うたい,雲 の流 れに感嘆 した。現代人 は地
表をみ ることは多いが,天 空 を仰 ぎ見 ることは少 な くな ったのではなかろうか。
また大気 の汚染 は雲 への無 関心 を増殖 し,不 夜城 を ほこる夜 の街 の灯 りは夜空
め範 囲を狭めてい る。空 を見上 げ ると雲 の形 や流 れ,星 の輝 きや星座 がわれわ
れの心 を洗 い,詩 情 を思 い出 させ る。
ちなみ に日,月 が暉を作 る巻層雲 は絹層雲 とも言 う。絹層雲 とは絹 のよ うに
見え るので美的な表現 で好 きであ るが,巻 層雲 は英 語 で はcirrostratusとい
う。cirrusは巻 き髭状 態を意 味す るか らであ る。 暉が見 る人 にたい して常 に22
度で あることは何故 か,気 にかか って いたが,そ の答 え は大気 中の氷 の結 晶が
細長 い六角柱で,太 陽の入射光 が41度であ ると六 角柱 を通 した屈折光 が22度に
なるという説明が あった。 そ して この六 角柱 が水平方 向 に揃 って大量 に雲 中に
存在す る時,暉 がで きるとの ことであ る(桜 井邦朋 『自然 の中の光 と色』 中公
新書32頁 。1991年)だがなぜ入射光 が41度で屈折光 が22度にな るのか とい う
疑問 は解 けない。 ともあれ六角柱が水平方 向 に揃 うとい う現象 は稀 に しか起 こ
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らないで あろ う。 とすれば あの時 に暉 とい うシヨーが見れたのは幸運 であ った
ことは確かで ある。
浦 島 太 郎 の 話Sep.81999
先 日ある会で 「浦島太郎考」 という題で話す機会があ った。 その概要 を記 し
てお きたい。浦島太郎の物語 はほとん どの人が知 ってい るもので あ る。 「昔昔
浦島 は助 けた亀 に連れ られて,竜 宮城 に来てみれば,絵 にもか けない美 しさ」
とい う文部省唱歌 にある通 りの内容であ る。 ちなみ にこの歌詞 とは別に 「むか
しむか し,う らしまは,こ ど ものなぶ る,か めをみて,あ われ とお もい,か い
と りて,ふ が きふ ちへそ,は な しける」 という石原和三郎の歌 もあ る。
その物語 は文学や風土記の研究な どか らも多 く取 り上げ られて い る。 『日本
書記』,r丹後風土記』,r万葉集』な どに載 って いる。外国で同 じような話 はワ
シ ン トン ・アー ビングのSketchBookのな かでRipvanWinkleの話 と しで
出て くる。浦島太郎の物語 には報恩物語,仙 郷説話,宝 物物語の三種が含 まれ
て いるという。かつて丹後,京 都府与謝郡本荘村大字本荘浜にあ る宇 良神社 に
行 ったことが ある。そ こで いわゆ る玉手筐な るものを見せて も らった。立派 な
筐の中 には櫛 などが入れて あった。化粧筐で はないか と思 った。
なぜ浦島太郎の話を持 ち出すか というと,こ の夏友人の勧あ もあ って,20年
振 りにボス トンを再訪 したか らであ る。 この古都 はかって研 究のために単身 で
下宿生活を送 って いた ところで,懐 か しい。私のいたMITのCIS(Center
forInternationalStudies)の研究所の前 に立派な ホテルが建 って お り,そ の
窓か ら研究所の全景を見 ることがで きた。 この ホテルに宿泊で きたのは9友 人
が この懐か しい場所が私 に気 に入 ると配慮 して くれたか らであ る。着 いた翌朝
は日曜 日であ ったが,早 速大学の構内を散策 した。 あの建物 もこの道 も,あ の
木 々 も懐か しい。チ ャール ズ川の流れ も風景 も余 り変わ っていない。 時間が止
まったような錯覚を覚えた。だが よ く見 ると新 しい建物 が建 ち,道 路 ももっと
広か ったと思 った り,方 角が多少違 ってい るよ うに感 じる。研究所 の近 くにあ
るスロー ン ・ビルデ ィングも方向がずれてい ると思 い違 い した り,建 物 の外観
も記憶のそれ とは異な って いるようであ る。長年 の歳 月が記憶 を不鮮 明に して
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しまっているようである。
ボス トンの街を歩いていて も戸惑いが生 じる。それは浦島太郎になったよう
な錯覚である。確かに20年という歳月が経過 している。過去のボストンは今な
い。だが今 も存在する。変化 したところと変化せずにいるところが共存する。




不適応になったとき起 こるのではないか と考えた。そのずれが弱い場合はす ぐ
元にもどるが,強 い場合はなかなか元に戻 らない。そのとき現在か らみた過去





時間に関 していえば行 った竜宮においても,帰 ってきた故郷においても過去の
忘却 と過去への執着がみられるし,若者が瞬時に老化するということは現在の
未来化,未 来の現在化 という現象が生 じたとみることができる。それは現在の




空間に関 して もそれと同 じことが言える。同 じ場所に行って も,そこは過去
に来た空間と現実の空間とは異なる空間でありなが ら,それ らは同時的であり





の筐は時間を封 じこめた筐である。時が封 じこめられるということは,昔撮 っ
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た写真のようなものであるが,筐 の中には何が入 っているか分か らない。筐は
人の好奇心をそそる。開けてはいけないと禁止 されれば開けたくなるのが人の
常である。では筐 とは一体何なのか。それは心身であり,感覚 と意識ではない
かと考えられる。筐 に関 していえば封 じられた時間はそこから飛び出し,飛散
していく。浦島の心身は禁止という封印を逃れ,自 由になるが,そ のために老
化する。かっての感覚と意識は飛翔 し,記憶 と生 きがいを喪失する。それは身
体的に白髪になり萎えて しまうという変化だけでな く,見知 らぬ人がいる故郷
故郷に帰ってきて故郷を見い出せない焦りと悲 しみ,途方 にくれて戸惑 う状態
である。それは社会的 ・精神的な変化 として現われ る。その状態を唱歌には
「元居た家も村 も無 く,路に行 きあう人々は,顔 も知 らない者ばか り」 と表現
している。身体の老化と孤独感に彼は苦 しむのである。竜宮城における楽 しみ








れは絶望を生むものと化 した。箱 というものは災いが入 っているものと相場が
決まっているのかもしれない。パンドラの箱(Pandra'sBox)がそうである。












ゆえに未来 という現実に戻 り,老化 したといえる。 これは高齢社会の問題を提
起 していると見 ることができる。
あるいは筐には大切なものとして過去 と現在そ して未来が同時に入 っていた
のかもしれない。そこで過去 はとっくにすぎさり,現在 と思 っていた時もすで
に過去であり,未来が現在であるいというタイム ・スリップ現象が起 きたので



















ボス トンの旅は楽 しかった。それは記憶を現実のものにしてくれた。忘却 し
ていたものを思い出させ,新 しい思い出を作 ってくれた。帰 ってきて,旅 を思
い出すと,この旅 もまた過去の思い出として記憶のなかに蓄積 されていくであ
ろう。その過程において記憶に残 るものと忘れ去 ってい くものを作 り出 してい
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くであろ う。玉手筐か ら消え去 るよ うな思 い出が少ない ことを祈 るのみである。
それ につ けて もこの20年ぶ りの旅が本当 にすば らしく有意義 であ ったのは友人
の暖か い配慮 と気配 りのお陰で ある。友人 との思 い出はいっまで も私 の記憶 に
残 る もの となる ことは間違 いない。
(くらはししげふみ 佛教大学社会学部社会学科教授)
